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安全に対する感度を高め、
さらなる安全性の向上に挑戦していきます

JR西日本グループは1987年の発足以来、お客様の暮らしを支え、地域

の活性化に貢献するためにさまざまな取り組みを進めてきました。「人々

が出会い、笑顔が生まれる、安全で豊かな社会」というめざす未来の実現

に向けて、これらの取り組みをこれからも引き続き継続します。

そのためにも最も重要となるのが安全性の確保・向上で、今が安全か常

に問い続けることで、さらなる安全性向上に挑戦していきます。

2005年の福知山線列車事故後、当社はさまざまな安全の取り組みを

積み重ねてきました。しかしながら、2017年12月に発生した新幹線の重

大インシデント事象により、まだ至らぬ点があったことを痛感していると

ころです。

過去の教訓等から生まれた基本動作やルール、手順などをキッチリ

と遵守することはもとより、直面する状況において「危ないと感じたと

き」と「安全が確認できないとき」は「迷わず列車を止める」こと等、安

全に対する感度を高め、当社グループとして改めて安全性を向上させて

いきます。

高度化・多様化するご要望にお応えし、ステークホルダーの皆様を笑顔に

お客様のご要望、ご期待は年々高度化、多様化しています。今後とも当社グループを選択いただけるように、自治体や地域の

皆様、創造事業部門と連携して魅力を創り続けていきます。どのような商品、情報を提供したら、お客様に心地良さ、うれしさを

感じていただけるか。期待を超え、驚きと感動を呼ぶサービスをどう実現するか。シニアやインバウンドのお客様に来ていただく

にはどうするのか。従来の取り組みだけでなく、新しい施策にも挑戦し続けます。

これらを実現する鍵は、人財と技術にあります。

社員一人ひとりが技術・技能の向上に努めるとともに、目の前の仕事、将来の

あるべき姿に対して主体的に取り組んでいきます。

また、技術の進歩は著しく、日々新たなニーズに見合ったサービスが創り出

されています。当社グループも設備やシステムだけでなく、運転、ご案内、放送、

販売等、すべての仕事の技術を前進させていき、技術の進歩を牽引する意気込み

で積極的に取り組んでいきます。

これらの取り組みを通じて、ステークホルダーの皆様の笑顔を創り出して

いきたいと思っています。

緒方 文人
代表取締役副社長兼執行役員 鉄道本部長

長谷川 一明
代表取締役副社長兼執行役員　創造本部長
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主要戦略を通じて提供する価値

都市再開発事業へ積極的に参画し、
「駅からはじまるまちづくり」を推進

創造事業部門の使命は、ＪＲ西日本グループの基幹事業である鉄

道事業との相乗効果を発揮し、「線区価値」、「地域価値」の向上を実

現することです。鉄道を利用されるお客様や沿線で生活される皆様

のご期待に応える質の高い商品やサービスを提供していくことや、

地域ビジネスの創造、育成等を通じて、定住人口、交流人口の拡大を

図ります。

この創造事業の基本戦略の下、物販・飲食事業、不動産賃貸・販売

事業、ショッピングセンター事業、ホテル事業を核に、積極的に事業

推進していきます。

これまでの事業展開は、保有資産の有効活用を図り、いわゆる駅

ナカ開発、駅チカ開発に重点をおいてきましたが、今後はこうした取

り組みに加え、拠点駅や準拠点駅の近傍の都市再開発事業へ積極

的に参画し、「駅からはじまるまちづくり」を推進していきます。

中期経営計画期間の先を見据えた事業展開で企業価値向上へ

今回の中期経営計画においては、期間中の成果の追求にとどまらず、そ

の次の時代を展望し、三ノ宮駅開発、広島駅およびその周辺開発、大阪駅

周辺開発を「3大プロジェクト」と位置づけ、2023年度以降の早期開業を

目指して着工準備を進めていきます。また、金沢駅周辺、富山駅周辺など

の開発にも取り組み、「線区価値」、「地域価値」の向上を図っていきます。

さらに、首都圏や海外主要都市圏などの今後とも発展が期待される有

望市場において事業展開を図り、ブランド力を強化することで企業価値

を向上させていくことにもチャレンジしていきます。

こうした施策の実施により、ＪＲ西日本グループの収益基盤をより安定

的なものにしていくと同時に、次なる高いステージに向けた発展力を備

え、「線区価値」「地域価値」の向上と定住人口、交流人口の拡大を実現し

ていきます。
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新幹 線 事 業

技術ビジョンの目指す方向性とありたい姿の実現

技術で切り拓く交通の進化

新幹線にかかわる機能を集約した新体制で、
新しい発想での取り組みにチャレンジ

中期経営計画に掲げるさまざまな戦略を展開していく上で、基幹事業である

鉄道のネットワークの基軸である新幹線は、重要な存在です。将来は、なにわ筋

線やリニアの開業、北陸新幹線の延伸などによって、新大阪駅が鉄道ネットワー

クのハブとして機能することが期待され、新幹線の重要性はますます高くなり

ます。持続的に発展していくために、日常のオペレーションを着実に実行できる

基礎体力の維持と向上に加え、将来の姿を実現するための打ち手をスタートさ

せます。

中期経営計画の中で、掲げた目標の達成に向けて、これまで積み重ねてきた

経験をあらためて評価し、弱みに修正を加えるとともに強みを磨き上げ、さらに

既成概念にとらわれない新しい発想での取り組みにもチャレンジします。

2017年12月に発生させた重大インシデントおよび2018年6月に発生した新

幹線に人が接触した事象からは、多くのことを学びました。その反省から浮かび

上がってきた個別の課題への具体的な対処を迅速に実行してまいります。ま

た、自然災害の激甚化やテロ対策への対応も着実に実行してまいります。

これらの取り組みを強力に推進していくことを目的に、2018年6月に体制変

更を実施しました。新幹線にかかわるすべての機能を集約し、現場第一線から

本社までを一体的な体制とし、施策の効果の最大化をめざします。
2018年3月に、おおむね20年後の当社のありたい姿の実現を技術面から模索していく「技術ビジョン」を策定しました。

「技術ビジョン」に示す、「さらなる安全と安定輸送の追求」、「魅力的なエリア創出の一翼を担う鉄道・交通サービスの提供」、

「持続可能な鉄道・交通システムの構築」の3つの「ありたい姿」の実現に向けて、さまざまなパートナーの皆様とともにイノベー

ションを起こし、これまでにない新たな価値を生み出していきたいと考えています。

技術でめざす未来

「技術ビジョン」は、現状からの改善では

なく、おおむね20年後の当社グループが考

える「ありたい姿」から現在までをバック

キャストによりアプローチし、実現していく

方向性を示したものです。そして、当社グ

ループで技術開発を進める中で、各部門が

連携し、オープンイノベーションの活用を進

め、スピード感を持って実証実験をするこ

とにより、実効的な課題解決策を導き出

し、「ありたい姿」を実現していきます。

※1 バックキャスト：未来の目指すべき姿(＝ありたい姿)を設定し、そこから振り返ったときに何をすべきなのかを考える手法
※2 オープンイノベーション：社外の技術やアイデアを探索し、それらと連携することで、お客様からのニーズを踏まえた新たな技術やサービス（仕組み）を短期間で創出する手法

多様なサービス展開と地域との連携で、
新幹線事業の「進化」につなげます
ご利用の拡大に向けては、成長著しいインバウンド需要への確実な対応に

加え、お客様のニーズにお応えするスマートEXやハローキティ新幹線などの

多様なサービスも展開して、利便性・快適性の高い新幹線を作り上げます。

また、2023年春の北陸新幹線敦賀開業に向けて、その後の大阪延伸を視

野に入れつつ、開業効果を最大化できるよう諸準備に万全を期すとともに、

関係する地域の皆様と連携して取り組みを進めてまいります。

これまで取り組んできたことを「継続」して着実に前進させ、新たな取り組み

によって新幹線を「進化」させていきます。安全を基礎として新幹線の品質を向

上させ、広域鉄道ネットワークの基軸としての存在感を確立することで、西日

本エリアにおける安全・安心で快適な移動空間を実現していきます。

平野 賀久

代表取締役副社長兼執行役員
鉄道本部新幹線鉄道事業本部長

坪根 英慈
執行役員 鉄道本部技術企画部長

今、世の中の技術はものすごいスピードで進化、変化しています。人口減少という厳しい経営環境の中、働き手が大きく減少

することが確実な未来に向けて、どのようにして鉄道・交通サービスを提供し続けるのか。より安全に、より快適なサービスを

提供する企業であり続けるために、何をすべきか。その答えの一端が、進化する技術にあるのではないかとの思いから、当社は

技術ビジョンを策定しました。

鉄道はさまざまな設備からなる複雑な装置産業です。だからこそ、中長期的なありたい姿を描きながら、バックキャスト※１の

視点に基づいて、変化していかなければなりません。「さらなる安全と安定輸送の追求」「魅力的なエリア創出の一翼を担う鉄

道・交通サービスの提供」「持続可能な鉄道・交通システムの構築」という3つの

柱の下、技術によるリスクの見える化や、人と技術の最適な融合、シンプルでシー

ムレスな交通サービスの提供など、少人数でもより高い安全・CSを目指します。

実現にあたっては、オープンイノベーション※2の姿勢で、様々なパートナーと協

業することで、よりスピーディにより高い価値の提供を目指します。また、デジタ

ル時代にふさわしい、データ起点の業務変革に取り組みます。IoTやAI、さらには

これから出てくる新しい技術も活用し「JR西日本グループ中期経営計画2022」

に掲げる「技術による変革」の実現に向けて、私たちは安全を確保しながら、失敗

を恐れず挑戦を続けます。

主要戦略を通じて提供する価値 ～JR西日本 技術ビジョン～
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